





























































































































































































































































































































































































































































































































































































複合売場店舗 買回品 例）ライフスタイル別売場の複合店舗 （店舗全体での異種補完集合）
例）商業集積，SC（ショッピングセソター）
など
K L
専門品 　　　　　　　　×瘁j専門品までをライフスタ・イル別に
　　　　　○
i店舗全体での異種補完集合）
展開する店舗 例）百貨店
◎：固有の競争力をもつ。
●：特定の条件を満たせば安定化する。
○：安定的な成立が可能だが，それのみでは必ずしも固有の競争力をもつとはいえない。
△：それのみでは競合業態よりも競走上劣位にある。
×：理論的にみて特殊な場合を除き業態として成立し難い。
出所：上原征彦『マーケティング戦略論実践パラダイムの再構築』，有斐閣，1999年，P，169をもとに筆
　　　者加筆のうえ作成。
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を付け加えて提示した。一般的にコーディネート訴求型店舗は成立し難いものであるが，これに専
門品の特徴であるブランドの要素を合わせて考えてみると，デザイナーズブティックのような業態
がイメージできる。例えば，エルメスやブルガリ等の高級ブランドブティックは店舗内の単一売場
においてトータルコーディネートを訴求した販売活動を行っている。具体的に言うならば，ジャケ
ットからスラックス，ファッションアクセサリーからカバンまでのトータルコーディネートをした
マネキンが売場内には飾られている。現に我々の周りにも認識できる業態である。また，このよう
なブランドブティックは展開しているブランドにロイヤルティが高いものであれば，安定化しやす
い。ゆえに特定の条件を満たせば安定化するものとして掲げている。
　次にセルFであるが，ここは同類代替的集合における専門品を取り扱っている業態を掲げてあ
る。いわゆるセルBに掲げてある中小専業店が専門品を扱った場合を想定すると分かりやすい。
具体的な例としては画廊や，宝石店，高級時計店などがそれに該当する。そして，これらの業態の
安定度も考えてみたい。上原は同類代替的集合で買回品の単一売場店舗は買回品の複合店舗と比べ
た場合，必ずしも競争上不利になるとは言えないと指摘している43。これを元に考えると，専門品
においても同様のことが指摘できる。路面店として存在する，画廊，宝石店，高級時計店は必ずし
もそれらを扱う複合売場店舗よりも競争上不利になるとは言えないであろう。しかし，必ずしもそ
の状態では競争力を持つとも言えず，アソートメントの考え方などによって，その競争力は変わっ
ていくと言える。
　続いてセルKであるが，ここはセルEの状態の売場が複数揃った状態を考えてみたい。これを
考えた場合，専門品の場合も異種補完集合的売場の複数売場店舗は理論的にみて特殊な場合を除き
業態としては成立し難いであろう。ただし，この特殊な場合として免税店などをあげることができ
る。一部の免税店では一つの店舗内にデザイナーズブランドのブティックの売場が複数存在し，複
合売場店舗として存在する場合もある。しかし存在するとは言え，このような特別な場合以外は業
態として成立はしがたいものではあろう。
　最後にセルLであるが，ここはJと共に考えてみたい。上原は買回品の同類代替集合の売場が
複数存在し，複合売場店舗として存在する例として百貨店を掲げていた。しかし，ここに専門品の
軸を入れ込んだ場合，百貨店は専門品までの取り扱いを行っているため，セルLに配置されるこ
とになろう。そして，買回品が同類代替集合的売場から複数構成される店舗としてはショッピソグ
セソター等の商業集積を掲げた。ショッピングセソターは主に買回品までの集合の売場から構成さ
れ，今後の方向性も注目されている業態でもある。
　以上のように筆者としての加筆を行ってきたが，筆者も小売業の業態は提示された表の中のいず
れかに存在し，その方向性が明確に整理されるという意見を持っている。今後，各小売業態は自身
の業態がどのような位置に属しているのかを見つめなおすことが必要になってくるだろう。
43上原同上書，p．169。
一117一
V　おわりに
　本稿において，小売店舗の確立背景から，小売機能，および小売業態に関する考察を行ってき
た。そのなかで小売業には機能が存在し，機能の一つであるアソートメソトの形成により売場が作
られ，最終的には業態としてそれらが整理されてくということも示した。以上のことから今後の小
売業に必要なことが導けるのではないかと考えている。それは，各小売業態が自身の業態の機能を
再認識し，行うべき小売活動を今一度再認識することであると筆者は考えている。近年の小売業態
を見てみると，はやりの業態と言うものに左右され商売の仕方を決めたり，変更するなどしている
場面が多々見られる。百貨店が特売品の品揃えに偏る現象や，ネット販売に力を入れすぎてしまっ
ている業態等その数は多くある。
　しかし，本来は自身の小売業態が果たしている機能に着目するべきではないのだろうか。先に述
べた小売機能と関連して考えてみた場合，アソートメソトの形成は小売業の主要な機能の一つでも
ある。また，小売業態がどのような商品特性のどのような集合の売場を作るかにより，業態も整理
されていく。つまり，小売業は自身の機能というものにしっかりと着目をし，自身の担うべき業態
を明確に認識していく必要がある。清水（1972）44も過去にこの問題に関して考察を加えたことが
あった。小売を機構（structure）で考えうる者が多いが，本来は機能（function）に着目をする必
要があると指摘している。清水も有能な経営形態であるからと言いそれを採用したとしても，それ
そのものが果たす機能に着目し，それらの特徴を見据えず，本質からずれた模倣を行う場合は閉店
を余儀なくされるという考え方を示した。このことからもわかるように自身の果たすべき機能に着
目した小売業の形成は必要になるであろう。
　現代には様々な小売業がみられるが，これは決して悪いことではないと筆者は考えている。今ま
で述べてきたように各小売業態が自身の行うべきことをそれぞれ明確にし，その上で様々な業態が
存在するのであれば，それはDurkheimが示したような社会分業にもなりえるだろう。社会的にも
存在価値がある小売業であるからこそ，今後本稿のような問題に関しては再考していく必要がある
と考えられる。
　なお，本稿では紙面の都合で，さらに細かい分析や戦略的な示唆の部分に関しては触れることが
できなかった。今後，筆者はさらなる細かな業態への考察を加えるとともに，小売業の戦略的な示
唆を研究していくことを目標としている。
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